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　和歌山県の小学校、中学校、高等学校及び盲・ろう・養護学校の教員を対象として、学校の発達支援課題につい
て質問紙による調査を行い、845 人から回答を得た。その結果、関心がある教育問題としては、不登校を挙げる教
員が 442 人（51.8%）で最も多く、次いで ADHD が 410 人（48.0%）、LD（学習障害）が 398 人 (46.4%) であった。ま
た、高等学校では学力低下（48.6%）、盲・ろう・養護学校では発達遅滞（49.5%）を選ぶ教員が多く、学校の種別に
問題の選択率の順位が異なっていた。回答者の学級で実際に起きている問題をたずねたところ、不登校を挙げた教
員が小学校 34 人（10.6%）、中学校 53 人（25.1%）、高等学校 29 人（21.0%）と高率であった。ADHD は小学校 8.1%、
































































































力低下（60 人）が最も多く、次いで、不登校 50 人、
ADHD46 人、学級崩壊 31 人、LD24 人の順であった。
　各問題の選択度数を学校の種別に見ていくと、次の
ような特徴がある。
(1) 小学校：不登校が 180 で最も多く、小学校の回答
者の 56% が選択した。次いで ADHD53%、LD50.7％、
学級崩壊 35.5%、学力低下 35.5%、いじめ 30.5%
の順で多かった。

















小学校 中学校 高等学校 盲・ろう・養護学校
３２１ ２１１ １３８ １８４
表２ 年代別の回答者数　　　　　　　 　　　　 　　　　　　　　　（人）　
20 代前半 20 代後半 30 代前半 30 代後半 40 代前半 40 代後半 50 代前半 50 代後半

























小 中 高 養
１. いじめ ２４６ １７ 98 82 34 32
２．不登校 ４４２ ５０ 180 134 81 49
３．学級崩壊 ２５８ ３１ 114 80 43 21
４．学力低下 ２９６ ６０ 114 95 67 22
５．非行 ９９ ４ 19 48 23 9
６．家庭内暴力 ５９ ０ 18 16 10 15
７．児童虐待 １２３ ８ 42 28 15 38
８．学校の荒れ １７６ １６ 47 78 37 14
９．ＬＤ ３９８ ２４ 163 97 28 110
10．ＡＤＨＤ ４１０ ４６ 172 95 35 108
11. 摂食障害 ８０ ８ 17 11 10 42
12. 引きこもり １５０ ８ 52 41 27 30
13. 場面性かん黙 １２０ ３ 49 29 9 33
14. 発達遅滞 １６１ ２２ 43 21 6 91
15. 特殊学級の教育 １５４ １３ 53 37 4 60
16．通常の学級の障害児 １７５ １４ 76 34 7 58




小 中 高 養
１. いじめ ８ 2 5 0 1
２．不登校 １２４ 34 53 29 8
３．学級崩壊 ４ 1 1 1 1
４．学力低下 ７６ 29 30 13 4
５．非行 １３ 1 10 2 0
６．家庭内暴力 ４ 2 2 0 0
７．児童虐待 ６ 3 3 0 0
８．学校の荒れ ９ 1 6 1 1
９．ＬＤ ４１ 19 13 0 9
10．ＡＤＨＤ ５２ 26 10 0 16
11. 摂食障害 １９ 0 1 2 16
12. 引きこもり ８ 2 2 1 3
13. 場面性かん黙 ２４ 10 7 0 7
14. 発達遅滞 ８４ 20 3 0 61
15. 特殊学級の教育 ２９ 19 6 0 4
16．通常の学級の障害児 ２１ 16 3 0 2





は ADHD の 8.1%、４番目は発達遅滞 6.2%、５番目
は特殊学級の教育と LD がともに 5.9% であった。




他に学力低下 14.2%、LD6.2%、非行と ADHD がそ
れぞれ 4.7%、場面性かん黙 3.3% が見られた。
(3) 高等学校：学級の問題は不登校 21.0% と、学力低
下 9.4％の２点に集中している。
(4) 盲・ろう・養護学校：発達遅滞が 33.3% と最も多













































小学校 中学校 高等学校 盲・ろう・養護学校
N 318 207 135 183
M 4.34 4.35 4.38 4.40
SD 0.84 0.90 0.78 0.76
表６　「ＬＤやＡＤＨＤなど特別な配慮を必要とする児童生徒への対応について専門的な知識や指導法を身につける必要が
　　　 あると思いますか」学校種別にみた得点の平均値と標準偏差　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
小学校 中学校 高等学校 盲・ろう・養護学校
N 318 210 137 183
M 4.80 4.74 4.59 4.84
SD 0.46 0.62 0.59 0.43
表７「教育問題に対する大学との共同研究プロジェクトに参加したいと思いますか」表７
　　　　　　学校種別にみた得点の平均値と標準偏差　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
小学校 中学校 高等学校 盲・ろう・養護学校
N 308 207 132 180
M 3.70 3.72 3.51 3.95





（F(=3, 823)=3.21,  p<.05）、小学校、中学校、高等
学校の各得点には差がなかったが、盲・ろう・養護学
校の得点が、小学校及び高等学校と比較して有意に高
かった。この結果から、特殊教育諸学校の教員が、大
学との共同研究プロジェクトへの参加を特に強く望ん
でいることが明らかになった。児童生徒の障害が重度
重複化していることや、新しく始まる特別支援教育の
中で地域のセンター的な役割を期待されていることな
どから、専門的な情報やアドバイスの必要性が高い状
況にあると予測される。
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